
  

 

環境省では、現場で国立公園等を管理するための自然保護官事務所等（通称：レンジャー事務所）を配

置し、地域の実情に応じた機動的かつきめ細かな環境政策を展開しています。白山自然保護官事務所では、

白山国立公園により親しんでいただくために、平成 22 年２月 20 日（土）に石川県白山市白峰で自然観察

会を開催しました。以下、当日の様子をお伝えします。 

 

レンジャーと行く白山国立公園・スノーシューで冬の森へ 

（平成２２年２月２０日実施） 

 

 

                              目的地風景（当日）▽ 

        

△実施場所地図（青＝アプローチ、赤＝スノーシューコース） 

日時／ 

場所 

20１０/２/２０（土）9:２0～1４:２0 

石川県白山市白峰地区風嵐エリア 

天候 曇り時々晴れ 

実施場所 

（※実施場所地図

参照） 

○有形山へ至る林道～途中の送電線した伐開地 

○コース距離：約１．５㎞往復。 

○コースタイム：登り約１時間３０分、下り約４０分（センター～目的地エリア間） 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

目的地エリア 

集合場所・国立公園センター 

・白山国立公園解説、道具解説 

・スノーシューで歩く 

・自然解説 

・昼食のためのテーブルイス作り 

・自由参加プログラム大会６本（・尻滑り・ドリンクバー・

雪像作り・羊男を探せ・野鳥観察・掘ってみよう！） 

活動内容 

参加者 
自然観察会の概要 



  

 

 

 

▽備品や持ち物分け、無線の確認、緊急時対応確認、スケジュール確認、担当者確認。 

８時３０分、開館と同時に参加者が集まりはじめます。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

９：２０ 

挨拶、スタッフ紹介 

国立公園について解説 

 

 

 
２５名 

・いしかわ自然学校冊子・・・９名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※他、申込後のキャンセル５名 

 ６名 

・環境省…瀬川レンジャー（R）、若泉アクティブ・レンジャー（AR） 

・パークボランティア（PV）…鶴来礼子、金子治、宮下由美子 

・環白山保護利用管理協会…中村真一郎 

    

 

▽スタッフ６名が一人ずつご挨拶し、担当コ

ーナーと得意な分野を伝えました。 

▽瀬川 R から「白山国立公園の解説」を行い

ました。公園計画図を広げ、公園区域など

を紹介しました。 

※２５名の内わけ 

・（大人２１名／子ども４名） 

・（７グループ１９名／個人６名） 

・（リピーター６名／新規１９名） 

・（リピーター率２．４割） 

 

※応募のきっかけ（アンケート回答１９名より） 

・いしかわ自然学校冊子・・・９名 

・いしかわ自然学校 HP・・・４名 

・北陸中日新聞    ・・・３名 

・北國新聞      ・・・１名 

・口コミ、紹介    ・・・2 名 

 



  

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

９：３５ 

スノーシューの解説と貸出 

 
 

【スノーシュー解説内容】 

「スノーシューのルーツは６０００年以上前の中央アジアにさかのぼり、その後、ヨローッパでスキー、 

日本でワカンジキ、北米へ渡ってスノーシューへと分化しました。ワカンジキとの違いは、歩く際、ビ 

ンディングが可動し、本体を持ち上げず、引きずるようになること。足への負担が軽減され歩きやすい 

ことが特徴です」 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

９：４５ 

林道入口までスノーシューを持って歩く～装着＆グループ分け 

       解説する乾氏 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

１０：００ 

スノーシューで歩く～自然観察 

     

 

▽スノーシューの歴史と特徴を解説。 

ワカンやスキーと比較してみました。 

▽参加者にスノーシューを貸し出します。 

参加者のサイズを考慮し意見を聞きながら手

渡します。 

 

    

 

▽スノーシューを持って県道を歩きます。 

▽林道の雪の上でスノーシュー装着。 

▽体力に応じ、３つのグループに分かれていただ

きました。それぞれのグループにスタッフが付

いて出発です。 

 



  

 

 

 

山中の自然観察内容 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

１１：１５ 

目的地到着～テーブルといす作り～昼食 

 

ている！  

 

 

 

 

 

【昼食の時間】 

・できあがったテーブルとイスに持ってきた銀マットを敷き、昼食を頂きます。空は明るく、雪の照り 

返しでサングラスがかかせません。とにかく穏やかな雪の上、なんとも言えない心地よさです。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

    

▽グループごとに自然観察を行いながら歩き

ます。 

▽冬のため、自然観察対象は乏しいですが、膝

下までの歩きやすい雪で、林道斜面のショート

カット等、自由に登ってもらいました。 

▽無理なく１時間程度の歩きとなりました。 

 

    

▽全員集まり、昼食の準備としてテーブル＆イス作り開始！ 

▽無事テーブル＆イスができあがりました。 

～自然観察した対象～ 

・つらら ・クリタマバエのゴール ・雪の結晶 ・トチの新芽 ・ウリハダカエデの実  

・ツルアジサイのドライフラワー ・リスの足跡 等々 

 



  

 

１１：３０～１２：５０ 

自由参加プログラム大会！ 

☆昼食も終わり、そろそろ体を動かしたくなってきた頃、現地にてプログラム大会。 

各スタッフが担当するプログラムを同時開催！参加者は自由参加。 

まるで自然観察フェスティバル！ 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【①� ドリンクバー（担当：鶴来礼子）】 

 

ココアが品切れで残念そうな女の子、「あとから、又くるよ。」と予約していく子、人気メ

ニューは卵スープとポタージュスープ、お湯だけ欲しい人もいます。 

  皆、お店の前でどれにしようか・・と選ぶことが楽しいのです。目が輝いています。 

【②野鳥観察（担当：中村真一郎）】 

   

残念ながら鳥類の出現が少なく、野鳥を観察することはほとんどできませんでしたが、遠方に

カモシカを発見し、望遠鏡でじっくり観察することができました。 



  

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【③尻滑り（担当：金子 治）】 

  

 

ランチタイム終了後、杉林下の斜面に約１５ｍ位のスロープを作成。 

参加者約１１名、中高年４名、若年５名、子供２名 

中高年の方が初めは怖がっていたが２～３回滑るうちに慣れたのかとても楽しんでおられまし

た。 

【④掘ってみよう！（担当：瀬川 涼）】 

      

雪を掘る人、階段を補強する人、雪を運ぶ人…。みんなで協力して掘りすすめ、ついにスコ

ップが｢ガチン！｣と跳ね返され、神々しい茶色の土が現れました。 

 

積雪量：195cm 

がんばりました！ 

昨年２／２１、   ８３㎝ 

今年２／２０、  １９５㎝ 



  

 

【⑥ヒツジ男を探せ（担当：若泉直大）】 

     

一面、白銀の世界。野鳥も鳴かず、動物の足跡も無く、見えるものは樹高２M 以上の木のみ。

そして今回の目的・・・辺りに見える木はほぼ３種類。スギ、クリ、そして、ヒ・ツ・ジ。 

 

みんな真剣に探し始めます。そこにあるのは木だけだから、ヒントがなくても参加者は木を探

索しますが、なかなか見つかりません。 

「いた～！」 

見つかるとみんな笑顔に変わります。「ほんと、いっぱいおる～！」 

答えはオニグルミの葉痕。一年枝にたくさん付いていて、どれも表情が違います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【⑤雪像作り！（担当：宮下由美子）】 

 

雪像作りはさっぱり人が集まりませんでした。 

みんな他のプログラムでアクティブに飛び回っていました。 



  

 

１２：４５ 

記念撮影 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

１２：５５ 

下山！ 

 

 

                       

 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

１３：４０ 

無事下山、アンケート記入 

パンフレット、まとめ資料配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

みんなで記念撮影です！ 

楽しかったね！ 

 

 

  

▽さあ、またスノーシューを履いて、帰りは自由に歩いて帰りましょう。 

▽スタッフは先頭、中間、最後尾に配置し、最後まで安全管理に努めます。 

▽スノーシューがあるから入れた世界。静寂の世界で、少し騒ぎすぎたかな？ 

 

 

国立公園センターに到着した人から、 

アンケートに記入してもらいました。 

 

当日配られたアンケート用紙→ 

【アンケートの内容及び結果はこちら】 

http://chubu.env.go.jp/to_2009/data/0326b_1.pdf


  

 

 

配布物 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【観察のポイントをまとめたパウチ裏＆表】 

１グループに１枚配布。 

表 裏 

【環境省パンフレット】 

 

「日本の国立公園」 

「中部地方の生物多様性」 



  

 

１４：１０ 

スタッフ挨拶、参加者感想 

 

スタッフ挨拶 

今日はありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の皆さん 

からも１人ずつ一言！ 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

１４：２０ 

終了・解散！ 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

   

   

▽スタッフが１人ずつ挨拶 

 

▽参加者も１人ずつコメント 

 

▽無事解散 

 


